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実態 国の認識 3/14関係閣僚会議 課題山積

寄与ゼロ

→ モノで見るだけ
では実態は
分からない！
課題は、ひと、
トラック、会社
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実態は？ 北海道新聞
2025年11月28日(金)10面

北海道新聞
2026年2月5日(木)1面

ブラックフライデー・

年末商戦向けの配送の
物流への影響

東北大雪の
物流への影響

satou-y22ar
スタンプ

satou-y22ar
テキストボックス
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実態は？

ＪＲ根室線の全線運転再開の
報道映像

2025/10/5(日)20:22配信
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実態 拘束時間

・運転時間・拘束時間  減少
・荷待ち・荷役時間 不変
 → 輸送力確保に寄与できていない

賃金低下？

49分減 1分減

【要因】
共同輸送・効率化
高速道路利用
長距離減
etc.
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何が起きているのか？ 特に厳しい地域

１．ひと → 日帰りで往復できる範囲
          が縮小！札幌圏から
          片道約４．５時間の範囲

２．もの → 帰り荷が無い
         荷物が少ない地域
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→ 冬季は更に厳しい環境に
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出典：北海商科大学 相浦宣徳教授
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出典：北海商科大学 相浦宣徳教授
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もの

（１） 帰り荷が無い

（２） 出入りの荷物が少ない

→ 配送回数 減、まとめて配送
    長距離（幹線）－短距離（地域）
   分離、物流空白地帯
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道内等の動き 全容は見えていませんが・・・

１．共同・中継輸送、ＤＸ・ＧＸへ

２．競争だけでなく、協働・協創へ

３．倒産・廃業、買収・Ｍ&Ａ 増加

→ まだ表面化していないだけ
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→ 黒字廃業増加

→ 鉄道・船舶へのモーダルシフトはなぜ進まない？

→ そう簡単には進まない
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取引適正化に向けて 出典：中小企業庁 価格交渉促進月間（2025年9月）フォローアップ調査結果
https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/follow-up/index.html
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海線 中間とりまとめ 令和７年９月３日公表

■座長
東京女子大学 二村教授

■委員
釧路商工会議所 栗林会頭

学識経験者 3名
（東京海洋大、北大）

関係団体 4名
（道経連、ホクレン他）

JR北海道、JR貨物
開発局、経産局、環境事務所
農政事務所

■事務局
国交省鉄道局、運輸局
道庁

R5.11.29設置
R7.7.25まで計6回開催
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海線 中間とりまとめ ポイント

● 結論 少なくとも北海道新幹線札幌延伸開業の時点
では海線の維持により貨物鉄道の機能を確保する
ことが必要

● ５つの論点・ポイント
（１）鉄道施設の保有主体
（２）維持管理費用   毎年度、数十億円規模

（３）要員の確保・育成  ＪＲ北「保線人員育成に6、7年」

（４）北海道新幹線の高速化、青函共用走行問題
（５）ＪＲ貨物におけるサービス改善 国交省「営業努力」
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2025.9  海線 中間取りまとめ
？   〃  最終報告？

2026.3 総合物流施策大綱 改定 （2026-2030年度）

2027年度 線路使用料 見直し ＪＲ各社－貨物
？   働き方改革の見直し？

－ 以下は（仮）、新幹線開業のタイミング次第で変化 －

2030年度 貨物調整金 新制度へ移行 国・ＪＲ
2033年度  海線 旅客の存廃決定 新幹線開業約５年前

？  物流（貨物）の残し方決定 ※旅客の決定後

2038年度？ 新幹線 札幌開業
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今後想定される主なスケジュール
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これから議論が必要なこと

１．ＪＲ貨物 営業努力の具体策

２．海線・有識者検討会議 その後・・・

３．輸送以外の時間短縮

４．高速道路利用 大型車２割程度

５．垣根を越えた連携
15

→ 民間だけでなく行政も！

→ 輸送時間短縮 → カバー範囲増

→ 継続しなければ、知識・経験の蓄積が失われる

→ どうしたら使われるのか？ 売上増へ
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これから議論が必要なこと

６．取引適正化

７．商慣習の見直し

８．規制の見直し

９．荷主側の意識・連携

→ できることはまだまだある！
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→ 適正な運賃 → 賃金の原資に
価格転嫁が難しい一方で、運びにくい地域の運賃が2,3倍に
なっているケースも

→ 前々日までの発注などを推進
待機時間・荷捌き時間の削減 など

→ 北海道の地域性に合っているか？本当に全国一律か？
現状に合っていない規制はないか？
できることはある！
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緊急提言書 策定
令和４年７月
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要請活動 令和４年７月
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要請活動の報道結果
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北海道産業団体協議会 要望 令和５年２月２８日
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要望活動の報道結果
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まとめ

１．状況・論点整理、データ活用

２．直近、改善が可能なこと

中長期で考えていくこと

３．地元・現場の声を上げる （要望）

→ 物流は経済・暮らしの根幹
20
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